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カンボジアを訪ねた 年、最
も衝撃を受けたのは、首都プノン
ペンの郊外にあるスモーキー・マ
ウンテンを見たときでした。
急速に都市化が進むプノンペン

から吐き出される大量のごみが、
毎日、ここに運び込まれ、捨てら
れています。鼻をつく異臭を放
ち、ごみから出るメタンガスなど
が自然発火してあちこちから煙が
上がっていました。この光景から
スモーキー・マウンテンと呼ばれ
ています。
そんなごみの山で生きる人たち

に出会いました。
生活ごみをはじめ、空き缶、鉄

くず、プラスチック…。さまざま
なごみが無造作に捨てられている
山の上を、子どもたちが裸足で歩
き回っていました。スラムと化し
たスモーキー・マウンテンで生ま
れ、ここで一生を終えてしまう子
どもたち。親もここで生まれた人
たちばかりでした。
そんななか、裸で歩いている５

歳ぐらいの男の子たちと出会い、
話をしていると、私たちに気づい
た男性が遠くからこちらに歩いて
きました。何を言われるのか、カ
メラを持っているし、怒られるの
かなと心配していると、「息子た
ちかわいいだろ、こいつらがいる
からおれも生きていけるんだ」と
言い、子どもたちを両脇にグッと
抱きしめ、満面に笑みをたたえま
した。そして、裸ん坊の子どもに
「ほら、お客さんが来てるんだか
ら、これ着なさい」と、服を着せ
てあげている父親。きゃいきゃい
言いながら、笑顔ではしゃぐ子ど
も。この親子の姿を見て、いろい
ろなことが頭をよぎりました。
日本では、親がわが子を刺し殺

したとか、子どもが親を殴り殺し
たとか、コインロッカーベイビー
が発見されたといったニュースが
後を絶ちません。
不景気とはいえ、世界から見る

と平和で豊かな日本。でも、悲し
いニュースばかり…。何が平和
で、何が幸せなんだろう。ごみの
山での暮らしは貧しく、壮絶な様
子でしたが、そこには、愛がいっ
ぱいあふれていました。私は今、
とても大切なものを見ていると感
動しました。
カンボジアのスモーキー・マウ

ンテンで、親子のあり方、本当の
豊かさとは？　と考えさせられた
光景でした。
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